
 

 

 

2026 年 5 月 9 日 

2026 KYOJO CUP Rd.1 予選・スプリントレース結果 

 

  

 

 

5 月 9 日（土）、富士スピードウェイでは KYOJO CUP 2026 の開幕を告げる公式予選およびスプリン

トレースが行われました。朝から晴天に恵まれ、路面は終日ドライ。気温も 20℃台前半と、ドライバーたち

が持てる力を発揮しやすいコンディションのなか、開幕初日からハイレベルな争いが繰り広げられました。 

 

午前の公式予選では、序盤から各車が積極的にタイムを更新。金本きれい選手（#32）、ハナ・バー

トン選手（#37）、斎藤愛未選手（#36）らが次々とタイムを塗り替え、セッション中盤以降はコース

レコード更新が期待されるハイペースな展開となりました。 

 

その中で強い印象を残したのが、KYOJO CUP 初参戦のジョアンヌ・チコンテ選手（#10）です。F1 

Academy で経験を積んだ海外勢として、初参戦とは思えない速さを発揮。最終的に 1 分 43 秒

842 で予選 2 番手につけました。 

 

ポールポジションを獲得したのは、富下李央菜選手（#39）でした。富下選手はセクターごとに安定した

速さを見せ、1 分 43 秒 604 を記録。従来のコースレコード（1 分 44 秒 707）を大幅に更新し、チ

コンテ選手に 0.238 秒差をつけて開幕戦の予選トップに立ちました。3 番手には斎藤選手、4 番手には

佐藤こころ選手（#38）、5 番手には翁長実希選手（#7）が入り、若手、海外勢、経験ある国内

勢が入り混じる上位結果となりました。 

 

午後のスプリントレースでは、フロントローに並んだ富下選手とジョアンヌ選手の一騎打ちに注目が集まりま

した。ローリングスタートで始まったレースでは、富下選手が好スタートを決めてトップをキープ。2 番手にチ

コンテ選手、3 番手に佐藤選手が続き、序盤から上位 3 台がレースをリードしました。 

 

中盤にかけてもトップ争いに緊張感が続きましたが、富下選手はプレッシャーを受けてもミスを見せず、安

定したペースでリードをコントロール。10 周を走り切り、17 分 32 秒 401 でトップチェッカーを受けました。 



 

 

 

2 位にはチコンテ選手、3 位には佐藤選手が入りました。富下選手はファステストラップとなる 1 分 44 秒

755 も記録し、予選ポール、スプリント優勝、ファステストラップ記録という、速さと安定感を兼ね備えた開

幕初日となりました。 

 

一方で、チコンテ選手の走りも大きな見どころとなりました。KYOJO CUP 初参戦ながら予選 2 番手、ス

プリント 2 位と、いきなりトップ争いに加わるパフォーマンスを披露。F1 Academy で培った経験を生か

し、日本での新たな挑戦でも高いポテンシャルを示しました。 

 

また、中団では下野璃央選手（#86）、翁長選手、斎藤選手、三浦愛選手（#18）、松井沙麗

選手（#3）らが接近したバトルを展開。若手、経験者、海外勢がそれぞれに存在感を示し、KYOJO 

CUP 10 周年シーズンの開幕にふさわしい、競争の厚みを感じさせる一日となりました。 

 

各セッションのリザルトは 3 ページ目以降をご覧ください。 

Rd.1 ファイナルは 5 月 10 日(日)に開催します。 

 

 

KYOJO CUP に関する情報を、HP や各 SNS で発信しています。フォローいただけますと幸いです。 

KYOJO CUP 公式サイト 公式 X 公式 Instagram 公式 Facebook 

    

 

 

後日、HP にて今回のテストレポートを掲載いたします。ぜひご覧ください。 

 

 

https://kyojocup.jp/
https://x.com/KYOJOCUP_OA
https://www.instagram.com/kyojocup_official/?locale=ja_JP
https://www.facebook.com/kyojocup
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